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都道府県別結核罹患率の将来予測

大森 正子 青木 正和

　1981年から95年の結核罹患率を用い，直線回帰モデルをあてはめることで将来予測を行った。2000年にお

けるわが国の結核罹患率は人口10万対29.8（95％CI: 28.7－30.8），2005年には25.2（95％CI:24.2－26.3）と予

測された。わが国全体では，2005年になっても結核罹患率が人口10万対20以下になる可能性は非常に小さい

が，都道府県別では，数県でこの目標が達成されると考えられた。

　地域格差については，1960～70年代に卓越していた西高東低の蔓延パターンはかなり崩れ，相対的に結核

蔓延の高い地域は分散化し偏在化すると予想された。1981年から95年にかけて，全国の結核罹患率の年平均

減少速度は3.3％であったが，都道府県別では東京都が1.1％と最も小さく，東京都近県も低減少速度を示し

た。大阪府における高い結核罹患率は変わらず，将来の結核問題はますます大都市に偏在化していく傾向が

うかがわれた。
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